
尾道市立日比崎小学校

改善計画
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80 77.1 83 104%

○｢自分の意見を相手に伝わるように工夫して話した｣とい
う質問に肯定的な回答をした児童は、83％（1年85.6％､2
年76.7％､3年83.3％､4年64％､5年98.1％､6年
90.5％）。｢友達の意見を自分の意見と比べながら聞いた｣
という質問に肯定的な回答をした児童は、83.2％（1年
84.6％､2年77.9％､3年89.3％､4年65.6％､5年97.6％､
6年84.5％）だった。7月の結果と比べて全体でどちらの項
目も５％以上向上している。児童も対話に対する意識が高
まっており、伝えたり聞いたりすることの質が高まってき
ていると考えられる。しかし、学年間で大きく差があるた
めその差を埋められるように来年度の取組を考えていく。

80 91.1 100 125%

○教師対象に行った｢授業の中で1日1回は対話を取り入
れ、その対話に対し肯定的評価をする｣という質問に全員が
肯定的な回答をしている。授業に対話を取り入れることは
できてきている。しかし、その対話の内容や態度の質を高
めることはまだ十分ではない。そのため、対話の量だけで
はなく、質にこだわって指導をしていく。

80 67 77 96%

「友達のよさを見つけた」という質問に肯定的に答えた児童は80.8％
（１年88.1％，２年生75.3％，３年生92.2％，４年生64.1％，５
年99.7％，６年生65.7％）。「友達の良さをまねしようとした」と
肯定的に答えた児童は73.2％（１年80.9％，２年生69.6％，３年生
82.4％，４年生41.6％，５年生97.1％，６年生67.8％）だった。
児童の自己肯定感をあげることには成功したが，高め合える学級集団
を作っていくことには課題が残った。

90 96.6 98.9 109%

○教師がしっかりと児童の良さや頑張りを肯定的評価する
で，児童同士もお互いの良さや頑張りを認められるように
なってきた。しかし，クラスによって偏りが見られた。ま
た、走る，整えるなどの規範意識の低さ，相手を思いやっ
た言動がまだできていない児童もいる。褒めて伸ばすこと
基本とし，守るべき規律を教員で共有し，統一していく必
要があると感じた。

【健康な体つくり】

主体的に健康な
体つくりをする
児童を育てる

縄跳び等の体力を高
める取組や食育・保
健指導を通して，主
体的に健康な体つく
りができる児童を育
成する。

80 90.4 91.4 114% A ○児童アンケートの達成率では，７月が90.4％，１月が
91.4％といずれも目標値を達成することができた。

3

〇限られた空間・時間で体力つくりも難しいと思います
が、手軽に始められるなわとびは児童にとっても楽しくで
きているのではないかと思います。食事の大切さが理解で
きる食育のお話もよいと思います。

〇体を動かすことが嫌い、という子に対しての手立てが難
しいですが、「ダンス」「色々な道具を使うスポーツ」
等、興味がわきそうな種目を行うのもいいと思います。

○コロナ対策等で今後も学校全体で揃えることは徹底
しつつ，児童がその目的を理解し，自分で考えて判断
していけるよう，指導を継続していく。また，今年度
の取組をさらに充実できるよう，取組の目的や児童の
課題を教職員・学校保護者間で共有し，組織的・継続
的な取組にしていく。
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【これからの教職員のた
めの業務環境改善】

主体的に
業務改善を進め

ワークライフバラ
ンスに挑戦する

入退校記録をもとに
して，自分で自分の
仕事量を主体的にマ
ネジメントする資
質・能力を高める。

90 70.9 93 103% A

○8月の達成率は100％，9月の達成率は93.5％，10月の
達成率は93.5％，11月の達成率は93.5％，12月の達成率
は80.6％，1月の達成率は96.7％，８月から１月までの合
計達成率は92.9％であった。
○平日は18:30，水曜日は17:30までに退校する職員室の
風土作りが更に進み，職員同士の声かけも増えた。
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〇先生方の仕事量の多さには目を見張るものがあります
が、声をお互いかけながら活動されているのは良いことだ
と思います。持ち帰る仕事量も減少するよう願っていま
す。

〇本年度できた早期退校を心がける職員室の空気感を
次年度も引きついでいけるよう日々声かけを行うとと
もに、より風通しの良い職員室を目指す。
〇仕事の進捗や締め切り等が確認できるよう見える化
を進める。

○月間超過勤務時間４５
時間未満の達成率（県費
負担教職員３１名中）

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。　ロ：自己評価は適正でない。　ハ：わからない。

【人間関係形成力の
土台作り】

相手を思いやり
つながろうとする

児童を育てる

児童の長所や頑張り
を見つけて紹介する
取組を通して，相手
を思いやり，つなが
ろうとする心情を育

成する。

○児童アンケートで，「友
達のよさを見つけ，自分に
活かそうとすることができ
た」と回答した児童の割合

A
〇他人の長所を認め、我が身に取り込んでいくのはなかな
かハードルの高い行動ではあるが、自己肯定感を高める機
会になるよう繋げられる教材があるとよいと思います。

○学年間やクラス間で偏りが大きくあった。友達の
良さを認め合い，高め合っていくことについての具
体的な方策や取組を発信することができなかった。
教師サポートを感じる児童は多いので，児童同士で
高め合い，さらによりよくしていきたいと考える主
体的な児童を育てていく。○教師の見取りで，授業

の中で1時間に1回は，
全体に肯定的評価を伝え
ることができた割合。
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m 改善案

A 3

〇コミュニケーション能力を高める取り組みは長年見てき
ている中、いつもとても頑張っていると思います。児童に
どうしてこのような活動が必要なのかをもっと具体的に伝
えてもいいのかもしれません。（成功例・失敗例等）

〇自分の意見を工夫して話すことは、まず自分の意見が自
分の中で分析されていないと、質問等にも答えられず、話
も広がりません。自分の中でどういう質問がくるのかと想
定しておくのも大事だと思います。畏まったものだけでは
なく、くだけた感じの対話を行うのも良いと思います。

〇学級間で取組や成果に大きく差があるため,その
差をなくしていきたい。そのために,学校全体で研
究の方向性を再度考え直し,目指す児童像をもう一
度全体で捉え直すことができるようにする。
〇また,今年度は教科の絞らずに対話に焦点を当て
て研究をしていったが,来年度はある程度教科をし
ぼって,教科の本質を意識した授業改善を行ってい
く。
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【将来の夢の実現の
ための土台作り】

主体的にコミュニ
ケーションをとろ
うとする児童を育

てる

外国語科・外国語活
動の授業を中心に，
他教科と関連付けな
がら「聞くこと」
「話すこと」を指導
していくことを通し
て，主体的にコミュ
ニケーションを図る
基礎となる資質・能
力を育成する。

〇児童アンケートで，自
分の意見を相手に伝わる
ように工夫して話してい
る，友達の意見を自分の
意見と比べながら聞いて
いると答えた児童の割合
の平均

○教師の見取りで，授業の
中で1日1回は対話を取り入
れ，その対話に対し肯定的
評価をした割合の平均

〇児童アンケートで，体
力つくりを楽しんでい
る，進んで健康な体つく
りをしようとしていると
答えた児童の割合の平均
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令和4年度　学校評価表
学校教育

目標 夢や目標をもち　互いに響き合う子どもの育成

a ミッション
Ⅰ　子どもと教職員が，生き生きと目を輝かせ躍動する学校つくりの推進
Ⅱ　深い学びの実現を目指したコミュニケーション能力の育成

a 　ビジョン
①自ら考え学ぶ子どもが育つ学校
②互いのよさを認め合い，共に伸びる子どもが育つ学校
③あいさつと歌声が響く学校　　④学校・家庭・地域がつながり，子どもを育てる学校

様式1


